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沼津市首清水町の徳倉出百鷲頭出産の沸石について-1-
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1. 騒査地域の報況
カヌキヤマ

沼津市東部にある番繋山(海技 193m )は、火山砕屑岩にはじまり、援欝石安山岩に終る火山噴出

物の累腎で、あって、その一部は水底に堆領したものといわれるo その南、会f長山(海抜 256m )は、
紫蘇櫛石流紋岩脈を伴う変質し

といわれる O 徳倉山の

大平安山岩層よりなっている O

.凝灰角磯岩および酸性安山岩からなる徳、倉変朽安

(海抜 392m )突平訂(海抜 356m )は、江の

2. 議石(zeoli tei)について

20数年前、

抑が入っていますか。 ?Jと しも

山岩中に小さな穴があり E 透明.白色の

を たことがあっ

の城山北 で、

りも 柑沸石抑のことからも「電電

た。思い出して冷や汗が出る O

沸石は、ワノレシウムおよびアルカリ を陽イオンとする合水アルミ

を知

で、¥7](の入り方が沸

とけるものからついたもので、水は脱水するがも

石水とよばれる独特の形式のものである O 沸石という名前はも酸で加熱処理するとも るように

こわれ立し ¥0 また水を加えるとももとに

もどる。水の代りに有機

などを吸着させるこ

とができる O ζの吸

がE 近年、合成化学工

自され、石油精製、

肥料増量剤、土地改良剤百

分子ふるい等広い用途を

持っており、合成の沸石
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も利用されている O 
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3. 石窃場 〈沸若の意地〉

A 徳倉変朽安山岩層の

変朽安山岩の石材(関知 e

水町横山、角 ⑤、

に利用した)として、沼津市討議ゐ②、清水町時、

ミ大洞と総称で採石されていた O 岩石は?疑灰石よ

岳多く変邑する欠点があった。外掠②.下徳倉③で
りやや硬し

はも空洞や 昌にごく が、 カミ された。横山の大漏は、 山岩の

で、っし 漆
4
山

していたが、 を中止している O

して見ていくと、

は切り立った 治、

らも斜面からももズリの中からも採取できる。

さ l側近い) .方解石(一辺 7.8鰯位) . 

大型の (一辺の

見で.水晶(511努n以下) .ベクトライト
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きる。徳倉山では、菱沸石だけとの文献もあるが 肉眼観察でもル…べ

による観察でも・濁沸石.方沸石?.ソーダ沸石?も見出された。

@菱沸石(chabaz i te， (Ca， Na2 )A12 S I4 0，.2 .. 6 H20) ， の割れ目や小

孔の中に見出される。六方晶系.菱面体の結晶形で白色，ガラスうそ沢，

条痕白色.塩酸で分解される。

@濁沸石( laumont i te， C aAl2 Sら012 ぺH20 )， の割れ司や小孔の

中に見出される。白色，ガラス光沢.条痕白色.針状ないし、紹柱状

結i晶をしており E 先端が斜めに切れている O 岩盤から外して大気中に

放置すると、白渇する O 水中に保存する必要がある O 塩酸でゼラチン

化する。

@方解石( c a 1 c i t e， C a COa )，柱状.菱面体.犬牙状結品のものもある。

安山岩のすき間をみたしていたらしくも沸石と共出していたところも

あった。冷稀塩酸に発抱して溶ける。水品の結品ににているが、割れ

たところにへき開が見られるので区別できる。

@水晶(rock crystal， S iUz)，小さい結晶が見られる。稀塩駿で発抱

しない。弗化水素に溶ける O

B 江の滞擬灰岩層の石切場

北方では白色.灰色。薪鮮で擦を含むものは少ない。 間町で採掘

されている長岡石は、緑色をなしているものもある O わずかな を示す国3

ものから、無潜理粗粒の擬灰角傑岩質のものまであるが軟弱で、あれ採掘

は容易であった。清水町出城山(脇田丁場⑦‘塩田丁場③.向笠丁場@)

.沼津市大井(I日大平村大井、野田了場⑬) .沼津下戸ヶ谷(I日大平村戸
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ヶ谷戸ヶ谷石)で援石された。星谷了場@は、いわゆる小山石を地中深くまで取りすぎ、雨水が

たまり、一時ポンプを使い排水して採石していたが、現主体止し、池と立っている。

鈴木丁場⑬の南側、神社への斜面をルーペで観察するとも最大 2鰯以下の白い結晶、不透明な

クリストパル石(cristobalite)が発見できる。大きい天眼鏡を使うと見つけやすい。星谷丁場⑬と

その西の 2つの石切場跡⑫@.野田丁場⑬の周辺からは、小さな結晶の菱沸石.ソーダ沸石.方

沸石が見出された O

@ソーダ沸石 (matrolite，Na2A12Sia 010" 2H201 )白急.針状結品が放射状に集合している O

方沸石(ana 1 c i te， N a A 1 S i2 Q， " H20)白色，錨菱ニ十四面体，塩酸でゼラチ:パヒ.

内浦火山角磯岩層の石切場

として無層理の火山角磯岩からなり、駿性安山岩の塔岩および軟弱な擬灰岩、擬灰質砂岩等

の檎贈を挟むo (沼津市大井(I日大平村大井⑮)では E 輝力安山岩を建材として採石してい

たO 安山岩の孔の中に、石英.方珪石と同質異{象の鱗珪石(tridymite)がみられる O

安山岩のすきまに、径 2捌か径 8捌 1位の透明か白石の鉱物であり、保取したときは光っていた。

沸石類は、結晶は小さかったが、菱沸石.ソーダ沸石が克出され、 トムソン沸石?かと思わ

れるものも存在したが、ごく少量で、ありこれから追跡したい。成瀬聖慈氏は、徳倉山でのトムソ
(3) 

ン沸石.ソーダ沸石の存在を予想している O

@トムソン沸石(thomsoni te，NaCa2 (Al， Si)5 010 D 6H2 0) 柱状.針状結晶の繊維状.放射

状集合体，一方向にへき開，白色，条痕白色，ガラス光沢，岩石の空げさ中に存在。

以上、肉眼.ノレーベ等による観察をした。まだ不十分と思うので、さらにX線分析.化学分析等

で確認したい。西部.特に南部の志下.獅子浜大久保の鼻ではサンフ。ノレを採取観察中である O 今後

数回は入りたいし、多比の石切場跡.北江間の石切場にも入り調べたいと思う O

終りに、いろいろご教示をいただいた田中元之進先生(山梨大名誉教授) .静大木宮先生.大

場先生.三島北高の高橋豊先生・地元徳倉でご援助をいただいた原喜一先生(沼津一小)，湯ケ

原.熱梅.伊東.下田.雲見.焼津高草山といっしょに沸石を追いかけた鈴木増蔵先生(沼津金

問中)の諸先生に傑く感謝いたします。
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